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はじめに

本学教育学部では、2023年度入学生からの幼稚園教員養成カリキュラムに「領域に関する専門的事項」の

「幼児と健康」「幼児と人間関係」「幼児と環境」「幼児と言葉」「幼児と表現」（各１単位）が加わる。

筆者らは教材研究（１）として「幼児と環境」を取り上げ、幼児の数量・図形との関わりについて学習す

るための事例について検討した（中島他，2022）。幼児の数量・図形との関わりについては、保育者の意識

や理解が十分でないという指摘があり（東京都教員委員会，2017）、幼稚園教員養成の上でも特に検討が必

要だと考えたためである。本研究でも、引き続き「幼児と環境」で学習する幼児の数量・図形との関わりを

取り上げ、どのような具体的活動を体験しながら学習を進めるとよいかについて検討する。

１．研究の目的と方法

１－１　研究の目的

「領域に関する専門的事項」である「幼児と環境」において、幼児の数量・図形との関わりについて学習

するためには、どのような具体的活動を体験しながら学習を進めるとよいかについて検討する。

１－２　研究の方法

「幼児と環境」のモデルカリキュラム（保育教諭養成課程研究会，2017a）、幼児の数量・図形との関わ

りについての先行研究、本学教育学部幼児教育コースのカリキュラムの特色や編成、履修学生の実態、教材

研究（１）の成果をふまえて、幼児の数量・図形との関わりについて学習するためには、どのような具体的

活動を体験しながら学習を進めるとよいかについて検討する。

２．「領域に関する専門的事項」である「幼児と環境」の学習内容

２－１　「領域に関する専門的事項」である「幼児と環境」

教材研究（１）でも確認した通り、「領域に関する専門的事項」は「領域それぞれの視点で見たときの『何

を』を深める部分」であり、「領域に関する専門的事項」と「保育内容の指導法」のどちらを先に学習する

かで扱う内容が変わることが想定されるため、担当者同士の連携が必要である。また、モデルカリキュラムは、

各大学等のカリキュラムの特色や編成、学生の興味・関心、課題意識等の実態を踏まえ、創意工夫ある活用

について吟味して取り入れる必要がある（保育教諭養成課程研究会，2017ａ）。

＊１  山口大学教育学部附属幼稚園

山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第53号（2022.3）
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２－２　モデルカリキュラムに示された幼児の数量・図形との関わりについての学習

「幼児と環境」のモデルカリキュラムを表１にまとめた。このモデルカリキュラムの一般目標には「幼児

期の思考・科学的概念の発達を理解する」が、そのための到達目標には「乳幼児の物理的、数量・図形との

関わりの事象に対する興味・関心、理解の発達を説明できる」が挙げられている。

また、考えられる授業モデルの一つに、「自然物や身近な素材を用いた簡単な製作等、幼児が環境を取り

入れて遊ぶ活動を実際に行い、体験的に学ぶ」ということが挙げられている（表１下線部）。

 表１　幼児と環境（１単位）モデルカリキュラム 

注）表中の下線は筆者による。

このモデルカリキュラムをもとに作成されたシラバス案の解説には、「乳幼児の物理的、数量・図形との

関わり」に関する具体的な内容について次のように述べられている（保育教諭養成課程研究会，2017ｂ）。

この指摘をふまえ、本研究では幼児の数量・図形との関わりについて学習するために、幼児の身近な素材

を用いた製作活動を取り上げ、「幼児と環境」においてどのような体験的理解ができるとよいかを検討する。

　乳幼児期の認知的発達の特徴を踏まえて、乳幼児の物理的、数量・図形との関わりにおける具体的な

事象に対する興味・関心、理解について取り上げる。例えば、粘土や積木、砂などを用いた遊びの年齢

による違いやそこで乳幼児が感じている面白さ、その活動の中で乳幼児が感じたり幼児なりに理解し

たりしている物理的、数量・図形に関わる事柄を捉えるようにする。これらの「乳幼児の物理的、数

量・図形との関わり」について体験的に理解するために、乳幼児に身近な素材（広告紙や新聞紙、空き

容器等）を用いた「おもちゃづくり」等の活動を行う。その際には、「保育内容『環境』の指導法」で行

う模擬授業にも生かすことを想定し、乳幼児向けのおもちゃとして製作することが望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下線：筆者）
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３．幼児教育コースのカリキュラムと学生の実態

本学教育学部で幼稚園教諭免許状を主免とする幼児教育コースのカリキュラムと学生の実態についても教

材研究（１）で整理したので、ここでは概要をまとめる。

幼児教育コースでは、入学当初から附属幼稚園をはじめとする保育現場と連携して理論と実践を結びつ

けた学習ができるようにカリキュラムを編成している。2023年度入学生からは、各領域の「保育内容の指導

法」の前に「領域に関する専門的事項」の学習ができるように計画している。「保育内容環境」の指導法は

２年前期に開講しているため、「幼児と環境」は１年後期までに開講する。

４．幼児の数量・図形との関わりについての先行研究―製作活動に関する研究を中心に―

教材研究（１）では、先行研究をもとに「幼児と環境」において幼児の数量・図形との関わりについてど

のような事例をもとに学習するとよいかを検討した。本研究では幼児の数量・図形との関わりについて体験

的に理解するための製作活動について検討するため、これらの先行研究から製作活動に関する部分を中心に

整理してまとめる注１）。

４－１　中沢和子の研究

中沢（1981,2000）は、数とは実体でなく、その在り方であり、子どもがいろいろなものの在り方として

数を感じるという「数を抽象する」ことは容易ではないと述べている。また、数を表す言葉は易しく覚えや

すいが、内容を身につけるには、いろいろなものを見て扱い、並べる、集める、分ける等の体験を日々積み

重ねる必要があるとも述べている。そして、幼稚園における様々な事例もとに、数量の教育のために最も重

要なのは「保育者の意識」であり、以下のことが大切であると指摘している。

○保育者が意識して環境を整える。　○子どもの生活全体の安定をはかり、自発的な取り組みを尊重する。

○どの子どもが何に取り組むかを把握する。

中沢（2000）が整理した子どもの数量・形と空間の理解の発達について、表２にまとめた。

表２　子どもの数量・形と空間の理解の発達（一部）（中沢，2000）

 

４－２　数量理解に対する保育者の援助についての観察研究

榊原（2006，2014）は複数の私立幼稚園の「保育者主導の活動」を観察し、製作活動の中でも数量理解に

対する援助が行われていることを明らかにしている。３・４歳児を対象とした研究（2006）、５歳児を対象

とした研究（2014）のいずれでも、保育者は材料の大きさ、数、形に言及することが多かったという。
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４－３　東京都教育委員会の研究

東京都教育委員会（2017）の研究では、研究開発員が所属する公立幼稚園・こども園の一日の生活での幼

児の数量・図形に関わる体験について検討している。５歳児７月のある一日の幼児の数量・図形に関わる製

作の体験は以下の通りである。いずれも、算数の領域（当時）「図形」に対応すると捉えている。　

・持ってきた空き箱をかごに入れる際、大きさや形等の特徴に着目して分類する。

・空き箱や筒を使って遊びに必要な物を作る際に、図形の特徴を生かす。

・折紙の本を見ながら形を捉え、同じ形に折ったり、端と端を合わせて折ったりする。

表３・表４は、この研究でまとめられた「製作遊び」の指導の工夫例である。

表３　指導の工夫（例）３・４歳児　製作遊び（一部）（東京都教育委員会，2017）

表４　指導の工夫（例）５歳児　製作遊び（一部）（東京都教育委員会，2017）

この研究では、幼児の「数量・図形への関心・感覚」を豊かにするための「指導の工夫のポイント」とし

て、以下の３点を挙げている。

〇身体感覚を伴った直接的な体験を通して、大きさ、長さ、重さ、速さ、広さなどを感じられるようにする。

〇 保育のねらいを踏まえながら、数量・図形に関わることの面白さ、不思議さ、便利さ、心地よさなどを味

わえるようにする。

〇幼児がどのような「数量・図形への関心・感覚を豊かにする体験」ができるかを予想しておく。
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４－４　国立大学教育学部附属幼稚園教諭による研究

小谷（2021）が５歳児の記録をもとに「数量・図形」の視点からまとめた事例から、製作活動に関わる事

例を表５にまとめた。小谷（2021）は事例の考察もふまえ、幼児の数量・図形に対する感覚を育てるために、

以下の環境構成・援助が重要であると指摘している。

〇 幼児が諸感覚を働かせ、身体を通して考える体験をしたり、物事に関わり、自分なりに考え、試行錯誤す

ることができるための環境構成

〇 幼児が遊びの中で無自覚的に数量・図形に関わっている場合にも、どのような気付きと試行錯誤が生まれ

ているのかを丁寧に見取り、理解する

表５　小谷（2021）の製作活動に関わる「数量・図形」についての事例（一部）

５．幼児の数量・図形との関わりについて体験的に理解するための製作活動

２で取り上げた保育教諭養成課程研究会の調査研究、３で取り上げた幼児教育コースのカリキュラムや学

生の実態、４で取り上げた先行研究にある製作活動を実践していることをふまえて、幼児の数量・図形との

関わりについて体験的に理解するための製作活動も、教材研究（１）と同様に本学教育学部附属幼稚園の製

作活動を取り上げたい。そして、「認知的発達の特徴」、「年齢による違い」や「感じている面白さ」等に

ついての体験的理解（保育教諭養成課程研究会，2017ｂ）ができるような授業の流れとなるようにしたい。

以下に具体的な製作活動の例を挙げ、どのような授業の流れが考えられるかをまとめる。

５－１　製作コーナーでのすきな遊び

製作コーナーでのすきな遊びの中で、数量・図形との関わりも体験していると捉えられる幼児の姿、その

ような体験を保障するための環境構成の例について、表６にまとめた。

表６　製作コーナーの環境構成と幼児の姿（４歳児）
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授業の中では、このような遊びや環境構成の写真をもとに、幼児の数量・図形との関わりについて教員が

解説し、学生が取り組みやすい遊び（例えば表６の⑥⑧⑩）を自分たちでも体験しながら、どのような面白

さがあるか等を考え合うと、より理解が深まるのではないかと考える。

５－２　サンタクロースの製作活動（すきな遊びの中で保育者が提案した活動）

表７に、４歳児クラス12月にすきな遊びの中で保育者がコーナーを設け、幼児が取り組んだサンタク

ロースの製作活動の概要をまとめた注２）。

授業の中でこのような製作活動を取り上げる場合、例えば以下のような流れが考えられる。

①教員が「保育者」になって環境を構成し、学生が「幼児」となって参加して、製作活動に取り組む。

　教員が必要に応じて一人一人の学生への援助も行う。

② この製作活動の記録（表７は概要）を読み、それまでの学習や「幼児」となって製作活動に取り組んだ体

験をふまえて、幼児の数量・図形との関わりや、そのための環境構成・援助について考え合う。

表７　４歳児クラス12月　サンタクロースの製作活動
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５－３　「カニ」の製作活動（クラス全員で取り組む活動）

表８に、４歳児クラス６月にクラス全員で取り組んだ「カニ」の製作活動についてまとめた。

授業の中でこのような製作活動を取り上げる場合、例えば以下のような流れが考えられる。

①保育者があらかじめ準備する「カニの体」等を、教員の説明をもとに学生が一緒に作って準備する。

②教員が「保育者」、学生が「幼児」となって製作活動に取り組む。

③ この製作活動の記録（表８は一部）を読み、それまでの学習や「幼児」となって取り組んだ体験をふまえ、

幼児の数量・図形との関わりやそのための環境構成・援助の部分に表８のように下線を引いて考え合う。

表８－１　４歳児クラス６月　カニの製作活動（１） 
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表８－２　４歳児クラス６月　カニの製作活動（２）

 

５－４　七夕飾りの製作活動（クラス全員で取り組む活動）

園生活の中で、行事と関連した製作活動はどの年齢の幼児も取り組むことも多い。そのため、行事と関連

した製作活動も取り上げると、幼児の数量・図形との関わりについて、「年齢による違い」や「感じている
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面白さ」、「理解したりしている物理的、数量・図形に関わる事柄を捉える」ことがしやすくなると考える。

その例としては、先行研究（小谷，2021）にも挙げられている七夕飾りがある（表５参照）。

表９は、３歳児、４歳児、５歳児がそれぞれクラス全員で製作活動に取り組んだ七夕飾りである。このよ

うな製作活動を授業で取り上げる場合も、５－３と同様の流れが考えられる。３歳児、４歳児、５歳児、ま

たは５歳児、４歳児、３歳児の順に体験すると、「年齢による違い」もより理解しやすくなるだろう。

表９　七夕飾り（一部）

 

おわりに

本研究は、幼稚園生活における製作活動を取り上げ、「幼児と環境」の授業の中で、幼児の数量・図形と

の関わりについてどのように体験的に理解するとよいかを検討した。「幼児と環境」は１単位の科目であり、

授業回数も７～８回と限られているため、今後も授業で取り上げたい製作活動の事例を収集・精選し、教材

化を進めていきたい。

また、２年前期「保育内容環境」の指導法とのつながりも検討していきたい。現在、「保育内容環境」の

指導法では、附属幼稚園での保育参加や、栽培・観察を体験して取り組む教材研究や模擬保育も取り入れて

授業を進めている（中島，2017）。「幼児と環境」が開設されると、「保育内容環境」の指導法の前に本研

究で取り上げたような体験をすることができる。そのことをふまえて、「保育内容環境」の授業内容につい

ても再検討していきたい。

注）

１ ）先行研究では、幼児期の子どもについての表記が「幼児」であったり、「子ども」であったりした。そ

のため、４では引用した先行研究における表記に合わせてまとめている。

２ ）保育者の記録では、幼児期の子どもについて、「幼児」ではなく「子ども」と書くことが多いため、表

にまとめた記録には、「幼児」ではなく「子ども」と記している。
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